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研究成果の概要（和文）：言語活動の充実を図る学習の共同化と授業方法を開発し、学習の共同

化の要素を抽出し、授業実践の指針を解明した。①言語活動指導の研究動向と言語行為論の総

括、②文学の学習の共同化の検討、③教科と生活の言語活動と学習の共同化の検討を行った。

その成果、言語活動とリテラシー形成、言語活動の指導・学習の共同化のシステム開発の論点

を抽出し、読みの主体形成と共同化、表現と交響空間、意味生成と言語活動の促進等の授業論

の視点を解明した。 

研究成果の概要（英文）：This study  examines the theoretical･practical framework in order 

to develop  learning communities and teaching methods for substantial linguistic 

activities. Through this work we abstract the factor for the learning communities and 

clarify the guide on teaching practices. The composition of this study are 3 parts.①Trend 

review  on the study about the linguistic activities teaching,theoretical rewiew on the 

linguistic activities ． ② Proved study of learning communities on the literature 

education(Reading),③Reexamination of linguistic activities and leaning communities on 

the teaching about life education. As a result we abstract the relation between linguistic 

activities and literacy formation. And we clarify the viewpoint of teaching theory,namely 

reading activities and subject formation:dialog and communities:child expression and 

public space:viewpoint of teaching study to create meaning and promote linguistic 

activities.  
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１．研究開始当初の背景 

 既に開発した「学習の共同化モデル」をも
とにして、言語能力を高めるための授業方法
を開発するとの認識から研究を開始した。言
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語活動の核として 0ECD の提唱するキーコ
ンピテンシーの形成に注目し、「多様な社会
グループにおける人間関係形成力」を学習の
共同化と授業指導の理論として発展させる
ことが必要であると考えた。 

 教科教育の次元では、PISA 型の読解力に
関連して新しい学習指導要領においても国
語科において「読みの指導」が重視されてい
る。しかし、「読みの指導」を学習の共同化
の視点から考察し、言語活動の充実に資する
授業づくりの方法に関しては未解明の課題
が多いと判断した。さらに、算数科や音楽科
等の教科指導においても、言語活動の指導は
考慮されるべき課題であるが、教科教育学か
らではなく、教育方法学の視点から学習の共
同化を図る研究は少ない。言語活動の背景に
ある子どもの生活・表現活動を視野に入れて、
教科教育の分野に新しい知見を生み出すこ
とが必要であるとの認識であった。 

 

２．研究の目的 

 (1)言語活動を充実させるための教育学・教
育方法学の理論的枠組みを総括する。言語活
動とリテラシー論・言語哲学・言語心理学の
潮流を踏まえながら、そこに学習の共同化論
の論点を抽出する。 

 

(2)言語活動の充実に資する「学習の共同化と
授業方法」を開発するための実践的枠組みを
総括する。国語科教育における言語活動の中
でも、読みの指導論を取り上げて、学習の共
同化のための論点を検討する。さらに算数
科・理科等の教科教育における言語活動論と
学習の共同化との関連を検討する。 

 

(3)「学習の共同化と授業方法」を実証的に開
発し、授業づくりの論点を整理する。(1)及び
(2)によって得られた理論的・実証的総括に基
づいて授業研究を実施し、開発する授業方法
の有効性について、さらに授業研究を通して
実証する。 

 

３．研究の方法 

(1)近年におけるわが国の教育方法学・教科
教育学における言語活動と「学習の共同化」
論の理論的成果を分析した。また言語活動の
基礎論として伝統的言語学・新言語学・ヴィ
ゴツキー・エンゲストローム論の研究成果を
分析し、さらにオースチン・サール・ハーバ
マスにおける言語行為論を取り上げて、その
理論的成果を検討した。 
 
(2)わが国における代表的な「読みの指導」
の理論的・実践的研究団体(科学的読みの授
業研究会・日本文学協会国語部会・児童言語
研究会・文芸教育研究協議会・語り合う文学
教育の会)を取り上げて、「学習の共同化」の

視点から検討した。主として「語り合う文学
教育の会」の理論と実践に注目し、授業の参
与観察・教師への聞き取り調査を通して授業
づくりの論点を検討した。 
 
(3)言語活動の背景にある子どもの表現・生
活に注目した授業実践について参与観察・聞
き取り調査を実施し、授業づくりの論点を検
討した。 
 
４．研究成果 
(1)言語活動の指導の背景にある理論では、
リテラシー形成・言語活動の充実を図る上で、
文化・社会の側からの接近と、学びの主体で
ある子どもの側からの接近をどう考えるの
か、学習と授業における主体と共同のあり方
を論点として抽出した。その上で、研究動向
の総括を通して、教科の枠を越えた言語活動
の意義、言語活動のリテラシー形成における
政治性を論点として抽出し、それを基にした
学習の共同化モデルの意義と必要性を論証
することができた。 
 言語活動の議論にかかわって、この分野に
困難さのある「特別なニーズ」論も取り上げ
て、研究課題を総括した。そこでは、言語活
動の基盤としての学級の意義、教科教育論と
特別ニーズ教育論の結合、特に国語科におけ
る言語活動の困難さの理解とそれを学習の
共同化に結合する論理の解明を論点として
抽出することができた。 
   
次に、言語活動の基盤にある言語行為論を

検討し、そこでは、言語における意味の理論
及び語用論を踏まえること、言語行為におけ
る発話・談話の分析を通して、学習の共同化
に資する授業方法の開発が可能であること、
言語活動を通して、学習の共同化を構成する
ための活動システムと形態を創出する意義
と方向性を導き出した。 
 これらを踏まえて、①言語行為が社会的文
脈・状況の中で他者とのコミュニケーション
的関係を通して遂行され、言語行為を技能レ
ベルの把握に解消することなく把握する意
味を解明した。 
また、②言語行為を関係性の次元だけで捉

える傾向を批判し、発話行為と命題内容との
関係を問い、言語活動を教科内容と結びつけ
て捉える意義を論証した。 

さらに、③言語行為が、相互主体的な承
認によるコミュニュケーション的行為によ
って遂行され、言語活動が教科内容の意味の
共同構築、そのための共同関係の調整と構築、
ありのままの自己の表明と自己へ省察の層
的重なりから追求される必要性を解明した。 
 
(2)以上の基礎的研究を踏まえて、国語科・
読解力の指導に焦点を当て、文学の読み・言



 

 

語活動における主体の位置づけと学習の共
同化を基本的な論点として設定し、読みの主
体形成に力点を置いた言語活動が学習の共
同化に発展するための授業方法の条件、読み
手の内部に文学の「言葉」を形成し、対自・
対他の対話という共同化を図り、言語活動を
促す指導の論点を抽出した。 
 東京・成蹊小学校、お茶の水女子大学付属
小学校、名古屋市鳴海南小学校、奈良教育大
学付属小学校、三重県尾鷲市・尾鷲小学校に
おける授業の参与観察・聞き取り調査を実施
した。 
 本研究では主として「語り合う文学教育の
会」(以下、「語り合う会」)の検討を通して、
①読みの主体の背景にある読者論の意味を
解明し、文学を読み手主体のものにする指導
論、子どもの自立に資する指導論、教師の成
長を促進するという要素を抽出し、読解主義
的読みを克服する論点を解明した。そして、
他方、読みの相対主義を越える論点を抽出す
ることができた。さらに、価値葛藤に力点を
置く読みの過程とそこにおける当事者の位
置づけ(文学作品の文脈に即しながら自己の
生活現実のコンテクストに立脚して、教材を
読んでいくという読みの当事者性)、自己の
自立・生き方の物語を批判的・共同的に問い
直す当事者性、文学作品を新しく読み直す当
事者性(作品を新しく解釈し直す当事者性)
が言語活動の指導論の課題であることを解
明した。 
 
 ②以上の検討を踏まえた「ごんぎつね」の
授業研究を通して、言語活動と学習の共同化
の要素を解明した。それは当事者性のある読
みと共同論、「子どもの内なる文学作品」の
せめぎあいと共同という要素である。この要
素を含んだ学習の共同化は、授業指導の論点
でもあることを解明した。 
 
 ③比較研究として本研究では「科学的読み
の授業研究会」(以下、「読み研」)における
学習の共同化と自立論についても検討を進
めた。 
 比較において第一に浮き彫りにされたのは、
子どもの自立の捉え方の相違である。「読み
研」は教師によって国語指導の違いがあまり
にも大きい状況から、どの子どもにも確かな
国語力の形成を課題に上げて、しかも、ゆく
ゆくは教師の指導がなくとも自力で読む力
を形成することを主な研究課題としてきた。
これに対して、「語り合う会」では、文具作
品との対決や他者との読みの交流を通して
自己の生き方を問う「自立」論が特徴である。
自立論と言語活動を考察する論点を抽出す
ることができた。 
 第二は学習の共同化を捉える視点の相違
である。「読み研」においては、子どもたち

の教材解釈の対立・分化を重視しているが、
それを鮮明にする手段として班・グループが
位置づけられていた。また、教材研究に基づ
いて、教師が子どもの対立・分化から統合へ
と導く過程に重点が置かれていた。先に特徴
づけてきた「語り合う会」における共同化論
との違いが明瞭に示された。 
 ただ、「読み研」においても、「語り合う会」
のような子どもの生活のコンテクストと学
習のコンテクストを関連づけようとする指
導論も意識されていたが、現実の子どもの問
題意識・生活により深く介入した学習過程の
構想論は弱く、この点でも「語り合う会」と
の違いが発見できた。 
  
(3)言語活動の指導を国語科以外の教科教育
論として検討し、算数科・音楽科の指導を取
り上げた。埼玉県上尾市・原市小学校、お茶
の水女子大学付属小学校における授業の参
与観察と聞き取り調査を実施した。その結果、
教科と生活を結合した学習過程論の中に学
習の共同化の論点を抽出することができた。 
 
 ①算数科においては、まず第一に、学習の
共同化を育む学級指導の意義が示された。生
活の場面で傷つけられてきた現代の子ども
理解を基盤にして、「学びのバイパス」論な
ど、系統的な学習が要請される算数科におい
て多様性を許容し、「否定的な考え方」が受
け入れられ、学びの関心を促進する共同化の
論理が位置づけられていた。こうした共同論
の基盤には、他者の思いに出会いつつ事実を
正確に把握する「言葉」への着目があった。 
 こうした共同化論には常に何らかのメッ
セージを表現する主体として子どもを理解
する教育観、算数の教科指導を通して、自己
と他者を発見するという共同論が論理とし
て位置づいていることを解明することがで
きた。 
 第二は算数科の学習の共同化の論理には
新しい概念の習得と教科の論理が裏打ちさ
れていることが重要な要素として位置づい
ていた。共同論を情緒的一体感として議論す
る立場への批判的視座が示されていた。そう
であればあるほど、学習において子どもの言
語により注目し、学習の共同化における実
存・感情の課題に注目することの意義を解明
することができた。  
 
②音楽科における言語活動論を本研究では
シティズンシップ教育論と関連づけて解明
した。 
まず、音楽科における言語活動をめぐって

中央教育審議会答申(2008)の位置を検討し
ながら関連学会における議論を考察した。こ
れらの検討を通して、音楽に関する知識・理
解の教育の発展につながる言語活動の探究



 

 

が主たる課題として示されていることを指
摘した。 
続いてお茶の水女子大学付属小学校にお

けるシティズンシップ教育論を取り上げて、
その中核である「公共性リテラシー」の意義
と音楽科におけるその位置づけを検討した。
その結果、「私の表現」「異なる他者の表現」
等の公共性論を背景にした言語活動の指導
が意識されていることを解明した。 

 さら音楽科における表現活動の授業研
究を通して、以下の点が解明された。○異な
る意見が多様に出されること、それらの意見
を平等に検討していくことに価値を置く指
導論が位置づいていること、○話し合いの焦
点となる学習課題を探す時や表現の探究に
おいて、「聴き手」「観客」の立場から思考活
動を促すことを意識化させていること、○表
現者の気持ち・感情を重視することを通して、
表現の自由を問うことと、集団で音楽を表現
する際の「規範の正当性」を問うことという
二つのアプローチに留意すること。  
 以上の検討から、音楽科における言語活動
の充実は、表現の自由を尊重しつつ、音楽表
現を共同して追究する空間の創造を課題と
していることが論点として抽出できた。 
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